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慶應義塾大学三田キャンパス北館 3階大会議室
慶應義塾大学言語文化研究所
慶應義塾大学次世代研究プロジェクトB

2016年1月7日 ㈭ ～ 11日 
13：00～18：30 参加費無料・申込不要

コーディネーター：北原  久嗣　慶應義塾大学

日 時

会 場

主 催

協 力

本セミナーでは、2015年の到達点からThe Minimalist 
Program刊行以降20年間にわたる取り組みを検討し
ます。講師に、豊島孝之、越智正男、杉崎鉱司、髙橋
真彦、剌田昌信の5氏を迎え、この間発表されたチョム
スキー教授の主要論文を5日間に分けてとりあげ、理論
の変遷を辿りながらその主張と言語研究に与えた影響に
ついて考えます。各講師には自身が推し進める研究につ
いても発表していただきます。各日とりあげるチョムス
キー教授の主要論文、および各講師の演題は右記の通り
です。皆様のご参加をお待ちしております。

The Minimalist Programから　
20年を経て見えてきた言語の仕組み

慶應義塾大学に於いて講演するチョムスキー教授（2014 年 3月 8日）

71/ ﹇T
hu

﹈
豊島  孝之 氏　九州工業大学

・Chomsky 1995 The Minimalist Program (Introduction, Chapter 3, Chapter 4)
・Chomsky 1998 “Some Observations on the Notion of Economy in Generative Grammar”

併合とその帰結としての多重支配構造：
線状化と意味解釈の問題

81/ ﹇F
ri

﹈
越智  正男 氏　大阪大学

・Chomsky 2000 “Minimalist Inquiries”
・Chomsky 2001 “Derivation by Phase”

一致操作の適用に関わる諸制約について

91/ ﹇Sat

﹈
杉崎  鉱司 氏　三重大学

・Chomsky 2004 “Beyond Explanatory Adequacy”
・Chomsky 2005 “Three Factors in Language Design”

C から Tへの素性継承：英語獲得からの証拠

101/ ﹇Sun

﹈
髙橋  真彦 氏　山形大学

・Chomsky 2007 “Approaching UG from Below”
・Chomsky 2008 “On Phases”

格付与と名詞句移動の局所性について：
日本語からの考察

111/ ﹇M
on

﹈
剌田  昌信 氏　三重大学

・Chomsky 2013 “Problems of Projection”
・Chomsky 2015 “Problems of Projection: Extensions”

統辞部門における非付値素性の役割


